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結 核ト 「ヴ ィタ ミ ン」ニ就 テ

東京帝國大學教授 讐學博士 島 薗 順 次 郎

一 緒 論

最近 二十 年 間 榮 養 學 ハ著 シキ進 歩 ラ ナ シタ リ、 患 者 二 「オ リザ ニ ン」 結 晶1日 量1-2醒 與 フル

其 興 味 ノ中心 ハ即 「ヴィタ ミン」ナ リ。 「ヴィタ ミ トキ ハ翌 日ハ 既 二輕 快 ノ徴 テ認 ム。

ン」ハ ホー フ マ イス ター ノ定義 二從 ヘ バ有 機 性 斯 ノ如 ク「ヴ,タ ミン」ハ非 常 二少 量 ニ テ 其 作 用

榮 養 品 ニ シテ動 植物 二廣 ク存 在 シ、 蛋 白 、脂 肪 、 テ示 スモ ノニ シテ、普 通 ノ榮 養 素 トハ全 ク其 趣

含 水炭 素 ニ ア ラズ叉 盤 類 ニ モ ア ラズ少 量 一 テ有 テ異 ニ ス、 故 二之 ハ特 殊 生 物學 的 二作 用 スル有

敷 ニ シ テ動 物 ノ成 長 及 生命 ノ保 持 二鋏 クベ カ ラ 機 物 質 ニ シ テ 「ホル モ ン」二類似 セ ル モ ノ ト謂 フ

ザ ル モ ノナ リ。 此 定 義 ハ今 日ニ テ モ通 用 シ得 ル ベ シ。

モ ノニ シテホ プキ ンス ハ之 ラ副 榮 養 素 ト名 ケ タ 「ヴ、タ ミン」ニハA、B、C、D、E等 ヲ嘔別 ス、

リ。 食 餌 中Aノ 鋏 乏 ハ襲 育 障碍 、 眼 乾燥 症 、 夜 盲症

「ヴィタ ミ ン」 ノ化 學 ハ 目 ラ追 フテ進 歩 シ、 各 種 等 テ來 ス、Bノ ・今 日一 般 ノ 意 見 ニ ヨ レバB1ト

「ヴィタ ミン」 ガ漸次 純 檸 二近 キ モ ノ分 離 セ ラルB2二 匠 分 セ ラル
、 或 ハB,B,デ 分 ツ人 ア リ、

ル ニ至 レ リ。殊 二 「ヴ,タ ミン」D及B・ ・結 晶 型 之 テ綜 合 シテB複 合 禮 ト謂 フ。B、 ハ抗 紳 経 炎

二取 出 サ レ、前 者 ハ ボ.一 ヂロ ン、 アス キ ユー、 性 、B2ハ 抗 皮 膚 炎 性或 ハ抗 「ペ ラグ ラ」性 分 子

ヴィンダ ウ ス等 ニ ヨ リ後 者 ハ ヤ ン セ ン、ドナー ト、 ト名 ケ、 脚 氣 ハB1ノ 鋏 乏 ニ ヨル モ ノ ト考 ヘ ラ

フ7ン 、フェー ン、 鈴 木 、 大 嶽 、 ヴ,ン ダ ウ ス等 ニ ル。 余 等 ノ實 験 二於 テ モ 動 物 及 人 テB,・ハ充 分

ヨ リテ類 似 セ ル結 晶 取 出 サ レタ リ.二 存在 シ、B,ノ ミ鋏 乏 セ ル 食 餌 ニ テ 養 フ トキ

是等 ノモ ノハ ソ レゾ レ純 梓 ナル 「ヴィタ ミン」Dハ 脚 氣 様 疾 患 起 リ此 二B1(「 オ リザ ニ ン」結 晶)

及Bナ ル ヤ未 ダ確 定 ス ル ニ至 ラザ ル モ、 少 ク ト テ與 フル トキハ治 癒 スル テ見 タ リ。「ヴ ィタ ミン」

モ純 梓 二近 ク非 常 二少 量 ニ テ数 テ呈 スル モ ノーCノ 訣 乏 ハ壌 血 病 、Dノ 鋏 乏 ハ狗 働病 テ起 ス コ

シテ、 小 見 ノ何 縷 病 ハ 照射 「エ ル ゴ ステ リ ン」1ト ハ 周知 ノ事 實 ナ リ。 又Dト 紫外線 トノ關 係、

日量0.02涯 ニ テ治 癒 ス、 又 「ヴ・タ ミン」B結 晶 「カ ル シ ウム」新 陳 代 謝 トノ關 係等 興 味深 キ コ ト

ハ爪 唾 ニ テ コー ヘ ン及 ア シル氏 ガ試 ミ シモ ノハ ナ リ。 「ヴ,タ ミン」Eハ 生 殖 テ促進 ス ト構 セ ラ

大 人脚 氣 二封 シ1日 量1彪 ニ テ敷 ア リ。 余 ノ教 ル ・モ、 風 レニ就 テハ其 研 究 未 ダ充分 ナ ラズ。

室 ニ テ香 川、大 嶽 、澤 田氏 等 ノ實験 ニ ヨ レバ脚 氣

二 「ヴィタ 三 ン」訣 乏 卜細 菌 感 染

「ヴィタ 走ン」及 「ヴ{タ ミン」訣 乏 症 二就 キ テ ハ 多 二及 ボ ス影 響 二關 シテー 言 ス ベ シ。

ク述 べズ 、速 二本題 二入 リ結 核 ト 「ヴィタ ミン」 「ヴィタ ミ ン」 ガ人 及 動 物 ノ榮 養 上 鋏 クベ カ ラザ

トノ關係 二就 テ述 ブベ シ ト錐 モ、 其 レニ先 立 チ ル コ ト知 ラル ・二至 リ、 各 種 「ヴ,タ ミン」ノ訣

総論 トシテ 「ヴィタ ミン」訣 乏 ガ各 種 細 菌 ノ感染 乏 ニ ヨ リテ起 ル病墜 、「ヴィタ ミ ン」ノ化 學 的 構 成
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等 ノ研 究 盛 二行 ハ レ、 其 等 ノ關 係 ハ昨 今 大 二鮮

明 トナ レ リ.而 シテ此 二就 テ動 物 實 験 テ行 フ學

者 二 「ヴ ィタ ミン」 訣 乏 動 物 ガ種 々 ノ細 菌 感染 テ

起 シ易 キ コ ト注 意 セ ラ レ タ リ。

「ヴィタ ミ ン」鋏 乏 一 ヨル抵 抗 力 ノ減 弱 。一一般 榮 養

減 退 乙 ヨ リテ生 膿 ガ細 菌 感 染 二封 ス ル抵 抗 力 ノ

減 少 ス ル コ トハ疑 ナ キ所 ナ リ。 而 シテ部 分 的 榮

養 障 碍 特 二 「ヴィタ ミ ン」鋏 乏 二於 テハ 其 訣 乏 ス

ル 「ヴィタ ミン」ノ種 類 二相 慮 シテ.ソ レゾ レ特 殊

ノ症 候 テ起 ス ノ ミナ ラズ、 叉 一般 榮 養 障 碍 テ來

シ膿 重 減 退 シ幼 若 ナ ル モ ノハ登 育 テ害 スル モ ノ

ナ リ。 故 二是 等 ノ場 合 二於 テ細 菌感 染 二封 スル

抵 抗 力 ノ減 退 ス ル コ トノ・豫 想 セ ラル ・所 ナ リ。

fヴ ィタ ミン」 鋏 乏症 中最 モ細 菌 感染 テ起 シ易 キ

モ ノハ 「ヴィタ ミ ン」A訣 乏 ナ リ、1917年 マ ク、

コ ラ ムハ脂 肪 可 溶 性 「ヴ,タ ミン」ノ訣 ケ タル食

餌 ニ テ養 ヒタ ル鼠 ハ 呼 吸器 感染 テ來 シ易 キ コ ト

テ見 出 シ、 其 後 多 数 ノ研 究 者 ハ同 様 ノ事實 テ認

メ、 又身 禮 ノ種 々 ノ部 分 二化 膿 性 感 染 ガ起 リ易

キ コ トラ詮 明 シ、大 正13年 林 良 材 氏 モ余 ノ教 室

ニ テ同様 ノ事 實 テ認 メ タ リ。 此 時 代 二於 テ ハ未

ダ脂 肪 可 溶 性 「ヴ 、タ ミ ン」中AトDト テ嘔 分 ス

ル ニ至 ラザ リキ、 其 後 雨 者 テ分 ツニ至 リテ、其

何 レ ノ訣 乏 一 ヨ リテ特 二化 膿 性 傳 染 ガ起 リ易 キ

モ ノナ ル カ、「ヴィタ ミン」Aノ ミ或 ハDノ ミ鋏 乏

セル食 餌 テ以 テ動 物 ラ飼 養 シ其 關 係 ラ調 査 セ ラ

レタ リ.1929年 グ リー ン及 メ ラ ン ビー ハ鼠 テ用

ヰ テ詳 細 ナ ル實 験 テ行 ヒ、 脂 肪 可 溶 性 「ヴィタ ミ

ン 」中Aノ 鋏 乏 ニ ヨ リテ上述 ノ感 染 ガ頻 褒 スル

コ トテ認 メタ リ。 而 シテ 「ヴ ィタ ミ ン」A訣 乏 食

ニ テ養 ヒタル鼠92匹 中局 所 的 傳 染 ノ 起 レル 度

婁交テ次 ノ女ロク墾 ゲ タ リ。

眼乾燥症

舌根部膿瘍

肺 ノ感染

泌尿生殖器 ノ感染

中 耳 ノ膿 瘍 及 鼻 腔 ノ化 膿

50匹 ノ封 照動 物 ニ ハ 「ヴィタ ミン」Aテ 乾 燥 「キャ

ベ ツ」、「バ タ」或 ハ肝 油 ニテ補 充 セ ル 』是 等 ニ ハ

38%

72%

9%

44%

20%

毫 モ斯 カ ル 感染 起 ラザ リ シ。 「ヴィタ ミン」Aノ

訣 乏 セル 食再 ニ テ斯 ノ如 キ細 菌 感染 テ來 ステ以

テ、 グ リー ン及 メ ラ ン ビー ハ此 「ヴィタ ミン」テ

抗 細 菌 感 染 性 「ヴィタ ミン」ト名 クベ シ ト謂 ヘ リ。

凡 テ 「ヴィタ ミン」 ノ鋏 乏 二於 テ 細 菌 感染 二封 ス

ル 生物 ノ抵 抗 力減 退 ス ベ キ コ トハー 般 二信 ゼ ラ

ル ・所 ナ ル モ、他 ノ 「ヴ、タ ミン」ノ揚 合 ニハ 「ヴィ

タ ミン」A二 於 ケ ル ガ 如 ク 其 關 係 斯 カ ク密接 ニ

ア フ ス 。

グ ラ ン ト、 末 永 、ス テ グ マ ン(1927年)及 ア イ ヒ

ホ ル ツ、 ク ライ トメ ア(1928年)ノ ・「ヴィタ ミン」

D鋏 乏 ニ ヨ リテ細 菌 感 染 二封 スル抵 抗 力 減 退 ス

ル コ トヲ謹 明 シ、 マ ク、 キァリ ソ ンハ 「ヴィタ ミ

ン」B訣 乏 家 難 ガ 細 菌 感染 二 罹 リ易 キ コ トラ認

メ(1919年)、 ドラモ ン ドハ鼠 一 テ類 似 ノ観 察 テ

ナ セ リ、 フィン ド レー ノ・白米 ニ テ 飼 養 セル鳩 ガ

細 菌 感染 二封 シテ抵 抗 ノ減 退 セル テ認 メ(1923

年)、バ ル ロー ハ斯 カ ル動 物 二敗 血 症 ノ多 キ コ ト

テ詮 セ リ(1930年)。

抗 原 投 與 二因 ル免 疫 物 質 産 出 二封 ス ル 「ヴィタ ミ

ン」 鋏 乏 ノ影響 。 本 問 題 二就 テ實 験 的研 究 少 ナ

カ ラザ ル モ其 成績 一致 セ ズ、「ヴ、タ ミン」鋏 乏動

物 二於 テ ノ、完 全 食 二比 シ テ其 減 退 テ認 ムル モ ノ

ァル モ亦 殆 ン ド之 ラ詮 明 セザ ル モ ノア リ。 前年

西 氏 ハ京 都 帝 大 ニ テ余 ノ教 室及 微 生物 學 教 室 二

於 テ此 貼 二就 キ テ精 細 ナ ル研 究 テ行 ピタ リ、其

結 果 ニ ヨ レバ各 種 「ヴィタ ミン」鋏 乏 歌態 二於 テ

免 疫 物 質 生成 二多 少 ノ減 退 ラ來 ス モ著 明 ナル モ

ノニ ア ラズ、 此 レ研 究 者 ニ ヨ リテ其 所 見 一致 セ

ザ ル所 以 ナル ベ シ。

斯 ク ノ如 ク 「ヴィタ ミン」鋏 乏 状 態 二於 テ抗 原 注

射 二封 スル 免疫 物質 産 出 ノ減 退 著 明 ナ ラザル

モ、 然 レ ドモ斯 カ ル状 態 二於 テ動 物 抵抗 力 ノ減

退 ス ル コ トハ動 カ スベ カ ラ ザ ル事 實 ナ リ。 爾 興

味 ア ル事 ハ 沼野 氏 ノ實 験 成績 ナ リ、 氏 ハ 「ヴィタ

ミ ン」B鋏 乏 家 兎血 清 二 著 明 ナル 正 常 溶血 素 凝

集 素 「オ プ ソ リ ン」傘等 ノ低 下 テ謹 明 セ リ(第 一

及 第 二 表 参 照)。 叉 正 常 動 物 二 異 種 蛋 白例 ヘ バ

「カ ゼ イ ン」溶 液 テ静脈 内 二注射 ス レバ
、 ワ イハ
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第1表 家兎及人「ヴィタ ミン」B飲 乏症 二於 ケル正常溶 血素 ノ低減(数 例)
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第2表 家 兎及人 「ヴィタ ミン」B歓 乏症 二於 ケノレ正常凝集素 ノ低減(倣 例)
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第3表 脚氣患者正常溶血債

脚氣患者 第1例 静017歳 ♂
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ル ト及 之 ユラグニ ガ 謹 明 シタル如 ク 血 液 内正 常

抗 膿 ハ著 シ ク上 昇 ス ル モ ノナル ガ、「ヴィタ ミン」

B鋏 乏 家 兎 二於 テハ此 上 昇著 明 ナ ラズ。

叉 脚 氣 患 者 二於 テ モ正 常 抗 膿 ノ減 退 テ認 ム、 其

一 例 二就 テ患者 血 清 ガ家 兎血 球 二封 スル正 常 溶

血 債 テ示 セ バ第3表 ノ如 シ。 本 例 二於 テ入 院 當

時 溶血 償0.Oll5テ 示 シ減 退 ナ キ モ ノ ・如 ク思 ハ

レ シガ、 入院 後 脚 氣 症 状1曾悪 スル ト共 二溶血 償

急 二低 下 シ、0.105ト ナ リ、 次 二「ヴfタ ミンJB

剤 テ與 ヘ テ脚 氣 症 状 輕 快 スル ニ從 テ溶血 力 モ亦

檜 彊 シタ リ。

三 「ヴィタ 三ン」訣 乏 卜結 核

土述 ノ如 ク各 種 「ヴ,タ ミン」鋏 乏 ハ其 「ヴィタ ミ

ン」 ノ種類 二相 慮 シテ特 殊 ノ疾 病 テ起 ス ノ ミナ

ラズ、 皆 一般 榮 養 障 碍 テ來 シ、而 シテ細 菌 傳 染

一二封 ス ル抵 抗 力 テ減 少 ス ル モ ノナ レバ
、 結 核 ノ

如 キ慢 性傳 染 病 ニ シテー 般 榮 養 減 退 ガ之 列 曾悪

セ シム ル モ ノニ於 テハ、 是 等 ノ 「ヴィタ ミ ン」鋏

乏 ガ其疾 病 経 過 二悪影 響 テ及 ボ ス コ ト想 像 二難

カ ラザ ル所 ナ リ。
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動 物 二於 テ各 種 「ヴィタ ミン」訣 乏 ガ接 種 セル結

核 ノ経 過 、動 物 農 内 二於 ケ ル播 布封犬態 二及 ボ ス

影 響 二就 テ ノ實験 的研 究 少 ナ カ ラ ズ、 而 シテ其

成績 必 ズ シモー 致 セ ズ。 此 レ使 用 動物 ガ 「ヴィタ

ミン」 ノ種 類 二慮 ジ、其 訣 乏 二封 スル受 感 性 ノ

相 違 、 又 結 核 二封 スル動 物 種 屡 ノ抵抗 力 ノ異 同

及 其 接 種 ノ時 期 等 實 験 方 法 ノ異 ナ ル ニ因 ル モ ノ

ナ ル ベ シ。 然 レ ドモ大 膿 二於 テ 「ヴィタ ミン」鋏

乏 ガ實 瞼 的結 核 ノ経 過 二悪 影 響 テ認 メ タル モ ノ

多 シ、 其 等 ノ實 験 成績 中重 要 ナ ル モ ノニ 、 三 ラ

塞 グ レバ次 ノ如 シ。

ハ ー ゲ ドル ンバ鼠 二就 テ 「ヴィタ ミン」A 、B、C

等 ノ訣 乏 セ ル 場 合 二 結 核 感 染 ノ歌態 テ 観 察 セ

リ。 其 結 果 二因 レバ、 凡 テ ノ 「ヴィタ ミン」鋏 乏

食 ニ テ養 ハ レタ ル鼠 ハ、 完 全 食 ノモ ノニ比 シテ

経 過不 良 ナ リ、 殊 二A訣 乏 ノモ ノ最 モ悪 シ 久

解 剖 的攣 化 モ高度 ナ リ。C鋏 乏 之 二亜 ギB鋏 乏

パ 梢k佳 良 ナ リ ト謂 フ。

シュレー デル ハ鳩 、 鼠 及 海 猿 テ「ヴィタ ミ ン」訣 乏

食 ニ テ養 ヒ タル ニ、 海 猿 ニ テハ接 種 結 核 ノ経 過

第4表A完 全食 白鼠牛均膿重 曲線

第4表B「 ヴィタ ミン」B鉄 乏食白鼠李均盟重曲線
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感染 　 一一非 感 染 十 死 亡

(十 ノ・B鉄 乏 症 ヲ呈 シタ ル モ ノ)
●

ガ 「ヴ ィタ ミン」訣 乏 ノ場 合 二著 シク不 良 ナル コ'

トテ認 メ、 病 竈 ノ肉眼 的 及 顯 微 鏡 的 所 見 モ之 ニ

ー 致 ス
。 鼠 一 テハ唯 「ヴィタ ミ ン」C訣 乏 ノモ ノ

ニ結 核 性 攣 化 ガ封 照 二比 シテ多 ク滲 出性 性 質 ヲ

第5表 「ヴィタ ミy」B猷 乏 が海狸接種

結核 二及ボ ス影響

、さ

覧

B
歓
乏
食

匙 添甚
キ加

二♂食

第感試

同染験

同
上

第
二
同
第感試

同染験

同
上

第

二
回

動

物

20

21

20

20

最講

響
爲 リ数

9

11

9

10

實
験
動
物
数

11

10

11

10

試始験
ヨ

開 リ

實験海猿
牛均生存
日数

感ヨ

20

50

27

60

染 リ

45

23

52

33

亭均盟重

(9)

初

期

281

393

290

367

死
亡
時

240

326

25

31

感 染 暫一。一非 感 染 十死 亡

試 食 開 始 結 核 菌 接 種 實 験 絡 了

第 一 同21/1×271V皿4/XI1932

第 二 回221×18/XI2!ll1933
○
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呈 ス ル ラ見 タ リ。 余 ノ教 室 ニ テ佐 々木 氏 ハ 「ヴィ

タ ミン」B峡 乏 白鼠 及 海狽 二於 テ、 共 二結 核 二

封 ス ル抵 抗 ノ減 退 テ認 メ タ リ(第4表A,B、 第

5表)。 又籔 下氏 ハ 家 兎及 海 猿 血液 ノ 結 核 菌檜

殖制 止作 用 ノ・「ヴィタ ミ ン」B鋏 乏 状 態 二於 テ減

退 セル コ トラ謹 明 セ リ(第6表)。

第6表 家兎血液 ノ結核菌培殖抑制作用 二

封スル「ヴィタ ミン」B鉄 乏 ノ影響

柵

瀞

升

+

±

一

血
液
内
結
核
菌
壇
殖
程
度

1⊥ 1
、

M
1

盆;
『一

宮鬼
伽2分

～ 捷
1ガ

劃 彩
一

一← 一.

ぽ果一
月勉 吻 吻 吻 吻・勿 吻

1「ヴ
ィタ ミン」鋏 乏 ガ人 類 結 核 二及 ボ ス影 響 二就

テ記 載 セ ル モ ノ少 ナカ ラザ ル モ、 動物 實 験 二比

ス レバ其 關 係複 雑 ニ シテ、 他 ノ榮 養 素 ノ鋏 乏 テ

モ兼 ヌ ル コ ト多 ク確 實 ナ ル業績 少 ナ シ。 然 レ ド

モ前述 ノ推 理 二基 ヅ キ又 動物 實験 ノ成 績 テ照合

ス レバ、 人 結 核 二於 テモ 食物 中 ノ 「ヴィタ ミンi

欲 乏 ガ 結 核 ノ経 過 二 悪 影 響 テ 與 フ ル コ ト疑 ナ

シ。

ハ ンブル塑 、ス テル2』ヱ2ヒ其 他 多数 ノ學 者 ハ結

核 殊 二少 年 期 ノモ ノハ 不 完 全 ナル 「ヴ,タ ミン」

ノ少 ナキ食物 二基 ヅ クコ トテ述 くごタ リ。 歓洲 大

戦 二於 テ不 完 全 ナル 食餌 殊 二壊 血 病 、 眼乾 燥 症

ト共 二結 核 ノ 多藪 数 生 セル コ トテ見 タ リ.ヴ ィ

ドマー ク ハ丁抹 ガ大 職 中 「バ タ」テ外 國 二輸 出 シ

タ ル量 二比 例 シ、 即 國 内 一 テ使用 シタル量 二反

比 例 シテ結 核 ノ死 亡 撒檜 加 セ リ ト述 ベ タ リ。 又

種 々 ノ寄 宿 舎 等 二於 テ、不 完 全 殊 二 「ヴ,タ ミン」

ノ訣 乏 セル食餌 テ與 ヘ タル所 二結 核 ノ多 ク登 生

セル報 告 少 ナ カ ラ ズ。

本 邦 二於 テハ脚 氣 多 ク、 脚 氣 ハ 「ヴィタ ミン」B

訣 乏 ラ主 因 トスル モ ノナ リ。 而 シテ肺 結 核 、 結

核 性腹膜 炎、 肋 膜 炎 等 ニハ 屡 ≧脚 氣 合 併 シ、 又

然 ル場 合 ニハ此 等 ノ結 核 性疾 患 二悪影 響 テ及 ボ

ス モ ノナ リ。 是 等 ノ疾 患 中肺 結 核 ノ経 過 ハ甚 ダ

多様 ニ シテ、 脚 氣 合 併 二因 ル影 響 テ確 實 二判 断

ス ル コ ト容 易 ナ ラズ、 然 ル ニ肋膜 炎 ニ テ入院 治

療 スル モ ノハ多 クハ良好 ナ ル経 過 テ ト リ、 数 ケ

月 ノ療 養 ニ デ 陳復 ス ル モ ノナ レバ、 其 内脚 氣 ラ

合 併 セ ル モ ノト然 ラザ ルモ ノ トテ比 較 シ、 「ヴィ

タ ミン」B訣 乏 ガ結 核 性 疾 患 二封 スル影 響 テ検

セ ン ト シ、岩 崎 氏 二託 シテ之 ガ統 計 ラ取 リタ リ。

検 査 材 料 ハ明治20年 ヨ リ昭 和7年 二至 ル+6年

間 二三 浦 、 島薗 内科 二 入院 セル肋 膜 炎 患者 中、

本疾 患 以外 二活 動 的 結 核 性 疾 患 テ認 メズ、 又 脚

氣 以 外 二格 別 ノ 合 併 症 ラ 謹 明 セザ ル モ ノ1005

例 ニ シテ、 其 内脚 氣 テ合併 セ ル モ ノH{1例 、14

%然 ラザ ル モ ノ811ろ例 、811%ナ リ。

中等 度 以 上 ノ脚 氣 テ合 併 セ ルモ ノニ於 テハ、 胸

部 所 見 ノ略 支相等 シキ封 照例 二比 シテ、 病 勢 時

脈 搏 及 呼 吸 ハ著 シク頻 撒 ナ リ。 而 シテ肋 膜 炎 ノ

経 過 ハ 脚 氣 テ合併 セ ルモ ノハ、 然 ラザ ル モ ノー

比 シテー般 二不 良 ニ シ テ、 入院 中病 歌 良 轄 セズ

不 攣 二止 マ ル モ ノ、檜 悪 セ ルモ ノ及 死 亡 セ ル モ

ノガ封 照例 二比 シテ多 キ コ トハ第7表 二示 スガ

如 シ。 即 死 亡例 二就 テ見 ル ニ脚 氣 合 併 ナ キ モ ノ

第7表 脚氣 ノ合併 ガ肋膜炎 ノ経過 二及 ボス影響

1 輕 州 不 攣陣 悪 死 亡

綴1(%) 膿 (%) 隈1(%)
例
数 (%)

脚氣 ヲ合併
セザルモ ノ

865例
8、41曲 馬「1

[:

(3.6)12(1.4)
i

S (0.9)

脚 氣 ヲ合 併
セ ノレモ ノ

140例

・・41(74.2)・8K・2.9)

1

l

l

4 (2.9)14 (10.0)

第R表 脚氣 ノ合併 が肋膜炎 ノ経 過 二及 ボス影響

(肋膜炎輕侠例910例 ノ統 計)

獲病 後80日 以内 ニ
テ滲出液 ノ吸牧佳

良膿温、脈 搏、呼吸
正常 二復セ,レモノ

然 ラ ザノレモ ノ

例数(%)例 数(%)

脚 氣 ヲ合 併
セザ ル モ ノ

808例

172(21.3) 636(78.7)

脚 氣 ヲ合 併
セ ル モ ノ

102例

14(13.7) 88(86.3)

F　 一 一一 　 　
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・・0.9%、 脚 氣 テ合 併 セル モ ノハ10%二 及 ベ

リ。 輕 快 セル例 二於 テモ、 脚 氣 テ合 併 セ ル モ ノ

ハ封 照例 二比 シテ滲 出液 ノ吸 牧 遅 延 シ、膿 温 脈

搏不 安 定 ニ シテ殊 二輕 度 ナ ル登 熱 持 績 シ、 容 易

二正 常艘 温 二復 セザ ル モ ノ多 シ。 第8表 二示 セ

ル ガ如 ク、 登 病 後80日 以 内 二 滲 出液 ノ吸牧 佳

良 ニ シテ膿 温、 脈 搏 、呼 吸 等 正 常 二復 セ ル モ ノ、

脚 氣 テ合 併 セザ ルモ ノ、21.3%、 之 テ合 併 セ ル

モ ノ、13.7%ニ シテ其差 大 ナ リ.今 脚 氣 テ合 併

セル モ ノ ト然 ラザ ル モ ノ トニ就 テ各1例 ノ禮 温

等 ノ経 過 ヲ示 サバ第9表A、Bノ 如 シ。

上 述 ノ動 物 實験 及 臨躰 的所 見 二基 キ各 種 「ヴ、タ

ミン」 ノ鋏 乏 ガ結 核 ノ経 過 二悪 影 響 テ及 ボ スコ

ト疑 ナ キ所 ナ リ.

四 過 剰 「ヴィタ 三ン」投 與 ガ結 核 二有数 ナ リヤ否 ヤ

過剰 ノ「ヴィタ ミ ン」類 テ 天然 ノ産 物 若 シ クハ其

加 工 品 即肝 油 ノ 如 キ モ ノ、或 ハ 精 製 品即 理 研

「ヴィタ ミン」A 、「ヴィガ ン トー ル」、 強 力 「オ リザ

ニ ン」等 トシテ與 フル トキ ハ、結 核 ノ経 過 二好 影

響 テ及 ボ ス ヤ否 ヤ重 要 ナ ル問題 ナ リ。

古 來 肝 油 ハ結 核 性疾 患 二数 ア リ ト唱 ヘ ラ レ、 結

核 患 者 二 榮 養 品 ト シテ 用 ヰ ラ レタ ルモ ノナル

ガ、 肝 油 中 ニ ハ 「ヴィタ ミン」A及Dノ 多 キ コ ト

明 カ トナ ル ニ至 リテ、 此 古 來 ノ経 験 二基 キテ肝

油 其 モ ノ、 若 シクハ 「ヴィタ ミン」A又 ハD二 就

キ テ数 力 テ検 セ ラ レ、 又 結核 二封 スル 紫外 線 ノ

景響 紫 外 線 ト 「ヴ・タ ミン」Dト ノ關係 、 更 二

「ヴィタ ミン」Dト 「カ ル シウ ム」代 謝 及 「カ ル シ ウ

ム」ガ炎症 殊 二結 核 二封ス ル關 係等 二基 キ、「ヴィ

タ ミン」D投 與 ガ結 核 二及 ボ ス影 響 二就 キ テ多

撒 ノ研 究 報 告 ア リ、或 ハ 「ヴ,タ ミン」Dト 同時

二「ヵ ル シウ ム」テ投 與 シテ其 作用 テ検 スル モ ノ

ア リ、 又 「ヴィタ ミン」B、C等 ノ影 響 二就 テ モ其

研 究 少 ナ カ ラズ、 是等 ノ報 告 ハ動 物 實 験 ニ ヨル

モ ノ、 又 臨 躰 観 察 二基 ク モ ノア リ。而 シテ其 實

験 報 告 中 ニ ハ観 察 セ ラ レ タル人 又 ハ動 物 ノ食 物

テ明記 セズ、 食 餌 中 「ヴ ィタ ミン」ガ豊 富 二存 在

セル ヤ否 ヤ、 結 核 等 ノ場 合 ニ ハ不充 分 ナ リ シニ

ア ラザ ル カ不 明 ノモ ノ少 ナ カ ラズ。

動 物 實 瞼 二於 テ最 モ注 目 テ惹 ケ ルハ、 パ ン子 ン

スチー ル及 シャル ラ ウ ノ成 績 ニ シテ、結 核 テ接 種

セル家 兎 二 肝 油 テ 與 ヘ テ 好 影 響 テ 認 メ、殊 二

「ヴ、タ ミン」D(「 ヴ
ィガ ン トー ル」、 ト 「ヴ ィタ ミ

ン」B(乾 燥酵 母)テ 併 用 セル モ ノ良 好 ナ リ
。 筒

豫 メ毒 力 弱 キ結 核菌 ラ以 テ虜 置 シ、 多 少 ノ免疫

カ テ有 スル動 物 ニハ、其 数 力顯 著 ナ リ シ ト謂 フ。

又 レバ ディチー及 リユ、ア ンボ ー ハ 照射 「エ ル ゴ

ステ リン」テ経 口的 二與 フル トキハ家 兎 二於 テ、

睾 丸、 肝 臓 及 肺 ノ結 核 性 病 竈 二著 明 ナ ル5灰 化

テ認 ム。 此 作 用 ハ結 核 竈 テ作 レル 「モ ノチー テ

ン」、上皮 様 細 胞 及 亘 大 細 胞 等 二於 ケ ル細 胞 内石

灰 新 陳代 謝 ノ攣 化 二因 ル モ ノニ シテ、 是等 細 胞

ガ破 壌 セル後 二防 禦 壁 ノ如 ク石 灰 ハ残 ル モ ノナ

リ、 省 此 二因 リテ園 続 セ ラ レタル結 核菌 ハ攣 形

シ染 色不 良 ナ リ。 但 シ急 速 二進 行 スル海猿 結核

二於 テ ハ斯 カル作 用 ラ認 ノ ズ ト謂 フ.

臨 躰 的経 験 ニ テ 「ヴィタ ミン」テ最 モ賞 用 セル ハ

メ ン シェ止 ナ リ、 氏 ハ ジュー デ ン ブル ヒ ノ市 立 病

院 二於 テ 「ヴィガ ン トー ル」 テ用 ヰ テ良 数 テ認 メ

タ リ、 即結 核 患 者 二之 テ與 フル トキ ハ、 滲 出 性

病憂 ノ制 止、 一 部 分 其 吸 牧 及 硬 化 、 解 熱盟 重 増

加等 テ來 ス ト言胃フ.

チェブ リンハ 「ヴ,タ ミン」Bテ 豊 富 二有 ス ル植物

性越 幾斯 ガ活動 性及 非 活 動 性結 核 二好 影 響 テ及

ボ ス テ見 タ リ。 其 他 實 験 的 及 臨 躰 的 経 験 二基 キ

結 核 二封 シテ 「ヴィタ ミン」ラ推 奨 シ、 又 種 々 ノ

「ヴィタ ミ ン」剤 テ 賞 用 スル 人 甚 ダ多 シ
。 是 等 ノ

「ヴ ィタ ミ ン」剤 ハ其 数 多 久 殆 ン ド枚 墾 二逞 ア

ラザ レ ドモ其 二 、 三 テ塞 グ レバ、シ.,テンヘ ル ム

ハ大 変 胚 芽 、照射 酵 母及 盤類 ヨ リ作 リ シ製 剤 「ア

レン チナ」 テ消耗 性疾 患 、 疾 病 ノ帳 復 期 殊 二硬

化 性 肺 結 核 二賞 用 セ リ、又 類 似 シ タル モ ノニ 「ヘ

リオ サ ン」「プ ロ オッサ」本邦 ニ テハ理 研 「ヴ,タ ミ

ン」A(A及Dテ 含 有 ス)「ヌ トロー ゲ ン」(燐 肝

油 、 卵 黄 、 「レチ チ ン」、 「カル シウ ム 」テ合 有 ス
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ト謂 フ)。其他酵母製剤等結核二数 アリトシテ盛
　

二廣 告 セ ラル ・テ見 ル。 然 レ ドモ是 等 ノ内費 藥

トシテ取 扱 ハ ル ・モ ノー ハ殆 ン ド全 ク實 験 的 根

採 テ鋏 クモ ノ少 ナ カ ラズ。

他 方 二於 テノ・各 種 「ヴィタ ミ ン」投 與 ガ結 核 二及

ボ ス影 響 二就 テ、 動 物 實 験 及 臨 沐経 験 二於 テ全

然 否定 ノ成 績 二達 シ、 其 数 果 ヲ認 メザ ル モ ノ甚

グ 多 シ。且肝 油 、「ヴtガ ン トー ル」、理 研 「ヴ ・タ ミ

ンlA等 ハ其 過 量 テ與 フル トキハ 害 毒 ラ來 スモ

ノナ リ。 パ ン子 ン スティー ル・・1927年 始 メ テ

「ヴ
ィガ ン トー ル」ノ大 量 テ用 ヰテ 「ヴ 汐 ミン」過

剰 症 テ來 シ、家 兎 ハ 悪 液 質 テ起 シテ死 亡 ス ル コ

トテ述 くごテ以 來 此 事 實 ハ多撒 ノ追試 者 二因 リテ

肯 定 セ ラ レタ リ。 然 レ ドモ他 ノ 「ヴィタ ミン」ノ

毒 作 用 二就 テハ未 ダ確 實 ナ ル所 見 ナ シ。 本邦 二

於 テ ハ高 橋 氏 ハ1922年 其「ビ オ ス テ リン」(「ヴ ィ

タ ミン」A及D)ノ 大 量 テ用 フ レバ(16涯)鼠 ハ死

亡 ス ト謂 ピタ リ。 糸 川 氏 ハ1925年 「ヴ{タ ミン」

Aテ 結 核 海 猿 二與 へ、 少 量 ラ用 フル トキ ハ敷 ラ

示 ス コ ト多 キモ、 過 剰 二與 フル トキ ハ却 テ海 狽

ノ膿 力 テ衰 弱 セ シム ル コ トテ認 メ タ リ。 當 時 ノ

理 研 「ヴィタ ミン」AハAトDト ノ混 合 セル モ ノ

ナ レバ、 此 過 剰 作用 ハ 「ヴィタ ミン」D二 因 ル モ

ノナ ル 〈ごシ。 爾 來 動 物 實 験 ノ ミナ ラズ、 臨 躰 的

経 験 二於 テ「ヴィタ ミン」D過 剰 二 因 ル 榮 養 障碍

ヲ認 メ タル モ ノ甚 ダ多 シ、 ラ ング ス タ イ ンハ結

核 乳 見 二 「ヴィガ ン トー ル」 テ多 量 二與 ヘ タ ル ニ

撒 週 間 ニ シ テ急 速 ナ ル禮 重 減 少 、 腎臓 病 ノ登 生

デ見 タ リ、 然 レ ドモ適 當 ナ ル量 テ與 フル時 ハ斯

カル障 碍 テ來 サ ・"リシ。 ギ オル ギー ハ幼 見 ニ ハ

5-10雇 ニ テ有 害 作 用 テ認 ム ル モ、1-3彪 ニ テ

ハ サル コ トナ シ、「ヴtガ ン トー ル」1日 量1延 テ

用 量 ノ境 界 トスベ シ、 斯 カル量 テ用 フル時 ハ幼

見 結 核 二数 ア リ ト謂 ヘ リ。 フ マ イ レ ン ドル フハ

乳 見 結 核 二 「ヴィガ ン トー ル」日々3残 、 全 量20

--30]1一 達 ス ル モ 有 害 作 用 テ 認 メ ズ ト述 べ 、

メ ン シェルハ大 人 ニ テ1日 量2彪 位 ヲ適 量 トス、

大 量 即1日3同 、4-16雇 ニ テハ 障碍 ラ來 ス ト

謂 ヘ リ。

肝 油 ハ古 來結 核 二封 シテ賞 用 セ ラ レタ ル ガ、 今

日 二於 テハ肝 油 ガ 「ヴ ィタ ミン」A及Dテ 多 量 二

含 有 スル コ ト明 カ トナ レル テ以 テ、 其 榮 養 上 ノ

意 義 大 トナ レ リ。 然 レ ドモ肝 油 ガ結 核 二数 ア リ

ヤ否 ヤ、 動 物 實 験 上其 所 見 未 ダー 定 セズ、感 染

結 核 二封 シテ良 好 二作 用 ス ト構 スル モ ノア リ、

又之 テ否 定 ス ル モ ノア リ。

以 上記 載 セ ル所 ニ ヨ リテ、 吾 人 ハ各 種 「ヴ ィタ ミ

ン」 ノ大 量 テ與 ヘ テ結 核 二数 ア リヤ否 ヤ未 ダ結

論 二達 セ ズ。 パ ン子 ンス チー ル 及 シャル ラ立 等

ノ良 好 ナ ル 成 績 ハ 未 ダ ー 般 二肯 定 セ ラ レズ、

シュレー デル ・・1930年 濁 逸 結 核 病 學 會 ノ特 別講

演 二於 テ、 近 年 「ヴ ィタ ミン」ノ過 量 テ結 核 患者

二與 フル傾 向 ア リ、 吾 人 ハ更 二動 物 實 験 及 臨林

的観 察 テ重 子 テ斯 カル過 量 ガ常 二有 数 ナ リヤ否

ヤ、或 ハ却 テ有 害 ナ ル コ トナ キヤ ラ研 究 セザ ル

ベ ガ ラズ ト述 ベ タ リ.

今 日二於 テ モ種 々 ノ文 獣 テ通 覧 スル ニ過 剰 「ヴィ

タ ミン」 投 與 ガ結 核 二有 数 ナ リヤ 否 ヤ未 ダ決 定

ス ル ニ至 ラズ、 尚 研 究 ラ重 子 ザ ル ベ カ ラズ。

肝 油 ハ之 テ 多量 二用 フ レバ 食慾 減 退 、 消 化障 碍

等 テ來 ス コ トア リ、此 ハ其 臭氣 ノ不 良 ナ ル ト、其

脂 肪 ガ胃液 分 泌 及 冑 ノ運 動 二不 良 ナル=影響 テ及

ボ スニ因 ル モ ノナ リ。 此 消 化 器 二封 スル障 碍 ノ

外 二、 肝 油 ハ浦 化 管 ヨ リ吸 牧 セ ラ レタ ル後 二生

物 二有 害 二 作 用 ス ル コ トア リ ト謂 フ。 アグ ヂゥ

ル(1926-1929)ハ 肝 油 ノ過 量 ハ、 種 々 ノ動 物 ノ

心 筋 二攣 化 テ來 サ シム ル コ トラ述 ベ タ リ.氏 ハ

亦 斯 カ ル動 物 ノ「エ レク トロ カ ル ヂ オグ ラム」一

一 定 ノ攣 化 テ認 メ
、 廿 日鼠 ノ禮 重1冠 二封 シ1

-7耗 ノ分 量 ニ テ
、1年 以 内 二 斯 カ ル攣 化 ヲ認

メ タ リ。 ヘ ン リ クセ ン ノ實 瞼 ハ 膿 重1班i二 封

シ、 肝 油].4瓦 以 上 ノ量 ニ テ細 胞 攣 性 テ來 ス ト

謂 ヘ リ。 ジ.ン デル及 ス テ ノ ス トレー ム(1931)

ハ小 見 二肝 油 テ與 ヘ テ動 物 實 験 ト類 似 ノ 「エ レ

ク トロ カ ル ヂ オ グ ラム」 テ見 タル モ、 之 二比 ス

レバ其 攣 化輕 シ、]日 量6滴 ノ「ヴィガ ン トー ル」

ノ有 害 作 用 ハ三 茶 匙 ノ肝 油 二相 當 ス、 而 シテ之

テ1.5-2ケ 月 間 投 與 ス ル ト キ ハ 「エ レ ク トロ
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ヵ ル ヂ オ グ ラム」 二攣 化 テ認 ム ト謂 フ。 メ ラン

ビー(1924)ハ 大 人 ガ 日々大 量 ノ肝 油例 ヘ バ2

「オ ンス」テ揺 ル トキ ハ時 トシテ心 悸 充 進
、 胸 内

苦 悶 テ來 ス コ トア リ ト謂 ヘ リ。

動 物 實 験 二於 テ、 肝 油 ハ或 條 件 ノ下 二心 臓 二攣

性 テ來 ス コ ト疑 ナ キモ ノ ・如 シ。 此 場 合 實 験 二

用 ヰ タル食 餌 ノ種 類 ニ ヨ リテ實 瞼 成 績 二異 同 テ

來 スモ ノニ シテ、ハ ー リス及 ムー ア(1929年)ハ

「ヴィタ ミン」Bノ 供 給 ラ檜 加 スル トキ ハ、 過 量

肝 油 ノ毒 作用 テ制 止 ス ト構 シタ リ.他 方 二於 テ

肝 油 ノ毒 作 用 ハ動 物 ノ種類 二因 リテ著 シキ相 違

ア リ、 ヨ ク卒 衡 テ得 タル食餌 テ以 テ飼 養 セ ル動

物 二就 テ、 而 シテ普 通 人 間 ガ囁 取 ス ル量 二相 當

スル分 量 テ與 ヘ タ ル場 合 二、 爾心 臓 其 他 二多 少

ノ有 害作 用 ラ來 ス ヤ否 ヤ、 更 二反 復研 究 スル コ

トテ要 ス。

此 肝 油 ノ毒 性 ハ其 「ヴ,タ ミン」殊 二Dノ 含 有 二

因 ル ヤ否 ヤ爾 不 明 ナ リ。肝 油 ノ「ヴ ィタ ミン」含 有

量 ハ製 剤 ニ ヨ リ テ甚 グ相 違 アル モ ノナ レバ、 毒

性 テ論 ズ ル ニ當 リテ、 大 二此 鮎 ヲ顧 慮 セザ ル ベ

ヵ ラズ。 ノー リス及 チrチ(1930年)ノ ・肝 油 中

二少 量 ノ「イソ ア ミラ ミン」ア リ、 又 「ヒ ョ リン」

テ含 有 スル テ以 テ、之 ラ連 緬 シテ與 フ レバ毒性

テ示 ス。 此 毒 性 ハ 多 量 ノ酵 母 テ與 フ ル コ トニ因

リテ防 止 スベ シ ト謂 ヘ リ。

余 等 ハ大 人 結 核 患 者 一 肝 油1日 量25-50耗

テ與 フル モ、 浦化 障 碍 テ來 サ ・"ル限 リ有 毒 作 用

テ見 タル コ トナ シ。 ザ ウエ ル プルッフ、ヘ ル マ ン

ス ドル フ ノ食 餌 ニ ハ燐i肝油1日 量45瓦 テ與 フ。

通 常 肝 油 ノ・大 人 一 テノ・1日3,4同1食 匙 、 小

見 ニハ1日3同1茶 匙 テ與 フル モ ノナ リ。

脂 肪 ノ・結 核 二如何 ナ ル 影 響 テ及 ボ スモ ノナル
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カ、 昨 年 ノ内科 學 會 宿題 報 告 二於 テ熊 谷 教 授 ハ

本 邦 人 ノ食 餌 二脂 肪 少 ナ キ コ トガ、 欧 米 二於 ケ

ル結 核 患者 二比 シテ榮 養不 良 ノ原 因 ニ ア ラザ ル

カ テ考 へ、 結 核 患 者 二動 物 性 脂 肪 皇ロ「バ タ」、鶏

脂 、 豚 脂 、 肝 油等 テ與 へ.脂 肪1日 量100-180

瓦 トナ シタ ル ニ、結 核 患 者 ノ榮 養 佳 良 トナ リ甚

ダ良 結 果 テ認 メ タ リ ト謂 フ。

元 來 人 及動 物 ノ登 育拉 二健 康 保 持 二封 シテ ハ食

餌 中 ホ イ トガ述 ベ タ ル ガ如 久 日々多 量 ノ脂 肪

テ必 要 トスル ヤ否 ヤ、 又 夫 レ程 ノ量 ヲ要 セ ズ ト

モ幾 何 ノ脂 肪 デ必 要 トスル ヤ、 榮 養 學 上 研 究 者

ノ所 見 一 定 セ ズ ト難 モ、白 鼠 ノ榮 養試 験 二於 テ、

他 ノ成 分 二於 テ鋏 クル所 ナ ケ レバ、 通 常 脂 肪 テ

與 フル場 合 ト然 ラザ ル場 合 トニ大 差 ヲ認 メズ。

而 シテ熊 谷 教 授 ガ用 ヰ タル脂 肪 中 「バ タ」、 肝 油

等 ニハ 「ヴ 、タ ミ ン」多 ク從 テ 同 氏 ガ認 メ タル数

果 ハ其 内 二含 有 セル 「ヴ 、タ ミ ン」 二因 ル カ、 脂

肪 其 者 二 因 ル カ、 進 ン デ研 究 スベ キ問題 ナ リ。

「ヴ、タ こン」ノ結 核 二封 スル影 響 ハ 前 條 述 ベ タ

ル所 ナ ル ガ、 余 ハ前 年 白鼠 實 験 二於 テ其 食 餌 二

脂 肪 テ加 フル モ夏 期 ニ ハ著 シキ影 響 ナ シ、 然 ル

ニ 冬 期 寒 冷 ノ候 ニハ 動 物 ノ 登 育 佳 良 トナ ル テ

見 タ ル コ トア リ。 最 近 横 山 氏 ハ 同 問題 二就 テ更

二實 験 シ、 寒 冷 ノ 候 即12月 ヨ リ2月 頃 ノ 間 二

於 テ食 餌 二豚 脂 ヲ加 フル トキハ鼠 ノ登 育甚 ダ佳

良 トナ ル コ トテ認 メ タ リ、 但 豚 脂 ノ量 多 キ ニ過

ギ全 食 餌 ノ30%ナ ル トキ ハ 動 物 ハ 速 カ ニ死 亡

ス、此 ハ清 化 不 良 ニ ヨル モ ノナ ラ ン、 豚 脂10-

20%或 ハ 「オ レー フ」油10%加 フル 時 ハ 登 育 甚

ダ佳 良 ナ リ。 然 ル ニ肝 油7%ラ 加 フル時 ハ登 育

却 テ不 良 トナ ル、 此 ハ肝 油 ノ清化 不 良或 ハ其 毒

性 ニ ョル モ ノナル ベ シ(第10表 参 照)。

五 有熱時、傳染病、結核等 ワ場合 二於 ケル「ヴィタ 三ン」需要量

人 及 動 物 ノ 「ヴィタ ミン」需 要 量 ガ疾 病 時 二於 テ

健 常 時 ト同 一 ナ リヤ否 ヤ、 種 々 ノ傳 染 病 、 結核

等 ノ場 合 ニ ハ比 較 的 多 量 二之 テ要 スル コ トナ キ

ヤ、傳 染 病 ガ 「ヴィタ ミ ン」鋏 乏 症 テ促 進 ス ル コ

トハ早 ク ヨ リ知 ラ レタル所 ニ シテ、 本 邦 二於 テ

ハ腸 窒 扶 斯 、赤 痢 、流 感 等 二厘 支脚 氣 ノ合 併 ス ル

テ見 、 又 歌 洲 大 職 二際 シテ ア シ ヨ フハ壊 血 病 ト

赤 痢 、窒 扶 斯 拉 二結 核 ガ屡 ヒ併登 ス ル テ観 察 シ、

マ ル ソー ハ安 南 ノ勢 働 者 二流 感 流 行 時 二於 テ多

撒 ノ脚 氣 登 病 テ見 タ リ。

ピー リ ング ハ動 物 二於 テ結 核 感 染 ア レバ速 カ ー

「ヴ ィタ ミ ン」 鋏 乏 症 二罹 患 シ、 其 爲 メ ニ死 亡 ス

ル テ認 メ、 グ ロー ヌ及 ぺ二jZモ 同 様 ノ観 察 ヲ爲

シ タ リ、 スー ル ハ小 見 何 縷 病 ノ治 療 ニハ 、 氏 ノ

用 ヒタ ル照 射 「エ ル ゴ ステ リ ン!O・02彪 ニ テ充

第11表

分 ナ ル モ、他 ノ疾 患 テ合 併 セ ル トキ ハ分 量 テ高

メ2倍 ニ ス ル必 要 ア リ ト謂 ヘ リ。

ハー ゲ ドル ンバ 「ヴィタ ミン」鋏 乏 症 ノ出現 へ

傳 染 拉 二毒 物 二因 リテ促 進 セ ラ レ、「ヴィタ ミン」

鋏 乏 症 ハ其 爲 メニ経 過 ガ早 ク ナ ル モ ノナ リ、故

二傳 染 病 ノ揚 合 ニハ正 常 時 ヨ リモ多 量 ノ「ヴィタ

ミ ン」テ要 ス ト糸吉言命セ リ。

我 教 室 二於 ケル腸 窒 扶 斯 患 者 ノ死 亡統 計 テ見 ル

ニ、大 正3年 ヨ リ13年=至 ル10年 間、 流 動 食

一 テ養 ヒ シ 間 、 患 者縮 敷281人 中死 亡42X例 、

14.996、 腸 出血48例17.1%ナ リ。 大 正13年

ヨ リ昭 和7年 二至 ル8年 間、 牛 固形 及 固形 食 テ

以 テ養 ヒ タル モ ノ245人 中死 亡33例13.5%、

腸 出血25例10.2%ナ リ(第]1表)。 即腸 窒扶

斯 ノ牛 固形 及 固形 食 ニ テ養 ヒタ ル モ ノハ流動 食

腸「チフス」患者流動食餌 ト牛流動食及固形食餌 二於 ケル死亡卒、腸 出血蛇 二再登 数 ノ比較

食餌蒙避 翻 死亡率羅縄 慧轟 蓉碧繋
大 正3年9月 ヨ リ

大 正13年8月 二 至 ル
流 動 食28・42コ4・9[48・7・ ・32…4・

大 正13年9月 ヨ リ

昭 和7年8月 二至,レ 錨 雛24533・3・5125…229・ ・3・
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二比 シ、 死 亡卒 較 々小 ニ シテ腸 出血 撒 遙 カ ニ少

シ。 是 等 ノ患 者 中大 正3年 ヨ リ昭 和2年 二至 ル

13年 間、 白米 食 時代 ノ患 者 撒381例 中、入院 後

脚 氣 テ起 セル モ ノ23例6%テ 敷 フ。窒扶 斯 患者

ノ・多 ク牛乳 テ用 ヰ、 又 難 卵 等 テモ食 シ、米 ヲ搬

ル コ ト多 カ ラザ ル モ尚 白米 ノ重 湯 、 粥 等 テ與 フ

ル場合 二脚 氣 二罹 患 スル モ ノ少 ナ カ ラ ザ ル テ知

ル。 然 ル ニ昭 和2年 ヨ リ7年 二至 ル杯 芽米 時代

二於 テ145例 中只1例 二於 テ脚 氣様 麻 癖 ヲ起 セ

リ。 此 ハ腸 出血 ラ起 シ タル患 者 ナ リ(第12表)。

第12表 腸「チフス」患者入院後 ノ

脚氣罹患率比較

食餌

腸 「チ
フ ス」

患者総
数

入院後 ノ脚
氣 罹患患者

数 %

大 正3年9月 ヨ リ
昭 和 元年12月 二至,レ 白 米 381 内

23(2)
6.0

昭和2年1月 ヨ リ

昭和7年8月 二至,レ 躰芽米 145 (1) 0.7

0内 ノ鍛字ノ・腸 出血 二績腰 セル脚氣患者数 ヲ示ス。

第13表 妊 娠時腸窒扶斯 二脚氣 ヲ合併 セル

患者感箆鈍麻圖(12月14日)

又 現 今(昭 和8年2月)入 院 中 ノー 患 者 ハ妊 娠 中

窒 扶 斯 二傳 染 シタ ル モ ノニ シテ、 入院 後 脚 氣 二

罹 リ蓮 動 及 感 豊 障碍 テ起 シ 「ヴ、タ ミ ン」B剤 テ

與 ヘ テ治 癒 シ タ リ(第13表)。 現 今 我 大 學 病 院

一テ ハ杯 芽米 食 テ用 フル ヲ以 テ、 普 通 患 者 ガ入

院 後 脚 氣 二罹 ル モ ノ殆 ン ド無 キ ニ拘 ハ ラズ、 妊

娠 二窒 扶 斯 ラ合 併 セ ル モ ノガ本 病 二罹 レル テ以

テ見 レバ、斯 カル場 合 ニ ハ 「ヴィタ ミン」Bノ 需 要

量 特 二檜 大 ス ル モ ノナル ベ シ。エバ ンス及 バ ー、

シユ ワー拉 二教 室 ノ 香 川 氏 ハ 皆 哺 乳 時 母 鼠 ノ

「ヴ,タ ミン」需要 量 ハ李 常 ノ3-5倍 二達 ス ル コ

トヲ謹 明 セ リ。 斯 ク ノ如 ク妊 娠 ニ ヨ リテ多 量 ノ

「ヴ
ィタ ミン」Bテ 要 ス ル上 二、窒 扶 斯 ノ合併 二因

リテ更 二 「ヴィタ ミン」B需 要 量 多 ク ナ リ、 杯 芽

米 ヲ常 食 トシ難 卵 、 牛 乳 テ囁 リ其 他 ノ副 食物 テ

與 ヘ タル モ 爾 「ヴィタ ミン」Bノ 鋏 乏 ヲ來 シ、脚 氣

二罹 レル モ ノナ リ。 故 二藥 品 トシテ 「エ ビ オ ス」

1日 量10瓦 テ與 ヘ タ ル ニ 間 モ ナ ク 脚氣 症 駄治

癒 シタ リ。

以 上 ノ統 計 ハ窒 扶斯 ノ場 合 ニ ハ 「ヴ ィタ ミ ン」B

ノ需 要 量 多 ク、從 テ食 餌 二其 訣 乏 テ來 シ易 ク シ

テ脚 氣 ノ合併 多 キ コ ト、 又 妊娠 二窒扶 斯 ラ合併

セ ル ガ如 キ場 合 ニハ、 杯 芽米 テ用 フル モ 尚 「ヴ ィ

タ ミン」Bノ 鋏 乏起 リ 得 ル コ トテ 示 スモ ノナ

リ。

次 二腸 窒扶 斯 二結 核 ノ合 併 二就 テ観 察 スル ニ、

窒扶 斯 患 者 ニ シテ 入院 時 既 二活 性 ノ肺 結 核 テ有

セ ルモ ノヲ除 外 シ、 入院 後 其 症 候 現 ハ レタル モ

ノテ数 フ レバ、 大 正3年 ヨ リ同13年 迄(之 テ第

一期 トス)入 院 中結 核 症 候 ノ 出現 セル モ ノL),91

例 中12例 即4・3%、 大 正13年 ヨ リ昭 和 元 年迄

(第二期 トス)100例 中3例EP3%.=シ テ、 昭 和

2年 ヨ リ7年 迄(第 三期 トス)145例 中1例EPO.

1%ナ リ。 第 一期 ハ 流 動 食 ニ テ養 ハ レ、 養 償 少

ナ キ ノ ミナ ラズ、 「ヴ ィタ ミン」Bノ 訣 乏 ア リ.

第 二 期 ハ牛 流 動 食或 ハ固形 食 チ與 へ養 贋比 較 的

多 キ モ、 普 通 ノ白米 テ用 ヰ タ ル テ以 テ尚 「ヴ ィタ

ミン」Bノ 量 多 カ ラズ、 第 一、 二期 テ逼 ジ テ脚

氣 ノ登 生 少 ナ カ ラザ リ シコ ト之 テ謹 明 ス。 而 シ



414 島薗=結 核 ト「ヴィタ ミン」二就 テ 【第11巻

テ 第 一期 ニ ハ4.3%第 二 期 ニハ3.0%ノ 肺 結 核

ラ生 ジタ リ。 第 三 期 二於 テ胚 芽 米 テ用 ヰ 「ヴ ィタ

ミ ン」Bノ 供 給 多量 ナ ル ニ至 リテ、僅 カ ー0・7%

ノ結 核 患 者 テ生 ジ タル ニ過 ギ ズ。

是 等 ノ三 期 間 二於 テ窒 扶 斯 二合 併 セ ル結 核 ノ経

過 ラ見 ル ニ、 入 院 時 既 二其 症 候 ラ示 シ或 ハ入 院

中症 候 出 現 セ ル結 核 患 者 練 数 、第 一期 ニ ハ34例

・・…一シテ内輕 快]1例32.4% 、 第2期 ニ ハ5例 中

第14表

輕 快1例20%、 雨 期 テ通 ジ テ・39例 中輕 快12例

30.7%二 封 シ第 三期 ニハ10例 中7例70%ノ 輕

快 テ見 ル(第14表)。 本 統 計 ハ 其 實 敷少 ナ キ憾

アル モ其 敷 ノ示 ス所 ニ ヨ レバ、 腸 窒 扶 斯 二躰 芽

米 テ與 へ 「ヴィタ ミン」Bノ 供 給 テ豊 富 ニ スル時

ハ 肺 結 核 ノ登 現 テ豫 防 シ、 又 合 併 セ ル結 核 ノ経

過 ラ良 好 ナ ラ シ ムル モ ノナ リ ト謂 フベ シ。

腸 窒 扶 斯 ノ外 赤 痢 、 肺 炎、 流 感 等 ノ傳 染 病 二脚

腸「チフス」患者 ノ結 核合併傘及其経過比較

大 正3年9月 ヨ リ

大 正13年8月 二 至,レ

大 正13年9月 ヨ リ
llμ和 元 年12月 二 至 ル

昭和2年1月 ヨ リ

昭和7年8月 二至 ル

食 餌

流 動 食

牛流動食及
固形食 白米
牛流動食及
固形食杯芽来

結 核 合 併 卒

併
患
者

結
核
合

総

敷

ス
」
患

者

腸

「
チ

フ

281

100

145

34

5

10

結合
併核率
%

12.1

5.0

6.9

結 核 合 併 患 者 ノ経 過

死 亡

数1%

内
D駅

(1)

1

14.7

20.0

10.0

培 悪

刎%
18

3

2

52.9

60.0

20.0

輕 快

釧%
11

1

7

32.4

20.0

70.0

()内 ノ藪字 ノ・結 核 ガ死 因 ヲナ セ ル モ ノヲ示 ス

氣 ノ合 併 シ易 キ コ トハ前 述 ノ如 ク、 又 肺 結 核 、

肋 膜 炎、 結 核 性 腹膜 炎等 ニモ屡 ≧脚 氣 テ合 併 ス

ル モ ノナ リ。 .

東 大 附 属 病 院 二於 テハ、 余 等 ノ動 物及 人 二於 ケ

ル實 験 ニ ヨ リテ、從 來 ノ患 者 食餌 二 「ヴィタ ミン」

Bノ 鋏 乏 アル コ トテ 知 リ、 昭和2年1月13日

ヨ リ白米 食 ラ改 メテ杯 芽 米 食 トナ セ リ。 岩 崎 氏

第15表

米
前轟肝

使

ー
間嬬

幣
米
後晶胚

使

ハ前二述ベタル肋膜炎患者 ノ統計的観察二於

テ、病院食餌改良 ノ前後二於テ脚氣 テ合併セザ

ル肋膜炎患者 ノ経過二多少 ノ異同ナキヤ否ヤ統

計ラ取 リタリ。其結果 二檬 レバ肋膜炎ノ輕快セ

ルモ ノト然 ラザルモノトノ比ハ、米食改良前後

二大差ナケレドモ(第15表 蓼照L杯 芽米使用後

ニハ恢復期二於 ケル解熱佳良ナルモノ著 シク多

病院 食餌 二胚芽米 ヲ使用 セル前後 ノ脚氣 ノ合併 ナキ肋膜 炎患者 ノ経過庇較(其 一)

期 間

明治20年 ヨ リ昭和
元年 二 至 ル40年 間

明治20年 ヨ リ大正
9年 二 至 ル34年 間

大正10年 ヨ リ昭和
元年 二 至 ル6年 間

昭和2年 ヨ リ昭和
7年 二 至 ル6年 間

例数

725

612

113

140

輕 快

例 敷(%)

681(94.0)

574(93.8)

107(94.7)

133(95.0)

ク、 膿 温 、 脈 搏 、 呼 吸 等 ガ速 カ ニ正 常 トナ ル モ

ノ多 キ デ見 ル。 即 第]6表 ハ登 病 後80日 以 内 ニ

テ滲 出 液 ノ吸 牧 佳 良 、 膿 温 、脈 搏 、 呼 吸 ノ正 常

二復 セ ル モ ノテ示 セ ル ガ、 白米 食 時期 二於 テハ

675例 中125例18.5%二 過 ギ ザ ル モ、肺 芽米 使

不 攣

例数(%)

28(3.9)

27(4.4)

1(0.9)

3(2.2)

堆 悪

例数(%)

10(1.3)

6(1.0)

4(3.5)

2(1.4)

死

例数

6

5

1

2

用 後 二於 テ ハ133例 中47例35.3%二 達 ス。又

第17表 ハ入 院 日撒60日 以 内 ニテ滲 出 液 ノ吸牧

佳 良 、 禮 温、脈 搏 、呼 吸等 正 常 二復 セル モ ノテ示

セル ガ、白米 食 時 代 二於 テ675例 中112例16.6

%二 過 ギザ ル モ、 胚 芽 米 時期 二 於 テ133例 中
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第16表 病院 食餌 二胚芽米 ヲ使用 セル前後 ノ

脚 氣 ノ合併 ナ キ肋膜 炎患者 ノ経過比較(其 二)

(輕快例808例 ノ統 計)

期 間

例

数

號病後80日 以 内 ニ
テ滲出液 ノ吸牧佳

良、禮温、脈搏、呼
吸正常 二復 セルモノ

然 ラ ザ

ノレ モ ノ

一
例数(%) 例藪(%)

胚 芽 米
使用以前

明 治20年 ヨ
リ昭和元年 二

至 ル40年 間

675
1125(ユ8

.5) 550(81.5)

上記1
40年 間
ノ内

明 治20年 ヨ
リ大 正9年 二

至 ル34年 間

570

一 一

100(17.5) 470(82.5)

大 正10年 ヨ

リ昭和 元 年 二
・至 ル6年 間

105 24(22.9) 81(77.1)

胚 芽 米
使用以後

昭和2年 ヨ リ
昭和7年 二至
ル6年 間

133 47(35.3) 86(64.7)

[

第17表 病院食餌 二胚芽米 ヲ使用 セル前後/

脚 氣ノ合併 ナキ肋膜 炎患者経過 ノ比較(其 三)

(輕快例808例 ノ統 計)

期 間

例

数

入 院 日倣60日 以 内
ニテ 滲 出 液 ノ吸敢 佳

良、 鷺 温、 脈 搏 、 呼
吸 正 常 二復 セ ノレモ ノ

然 ラ ザ

ノレ モ ノ

例数(%)
『

例鍛(%)

杯 芽 米
使用以前

明 治20年 ヨ
リ昭和元年 二
至 ル40年 間

675 112(16.6) 563(83.4)

上記
40年 間
ノ内

「明 治20年 ヨ

リ大 正9年 二

至 ル34年 間

L

570

}一_

105

S7(15.3) 483(84.7)

大 正10年 ヨ
リ昭和元年 二

至 ル6年 間

25(23.8) 80(76.2)

胚 芽 米
使用以後

昭和2年 ヨリ
昭和7年 二至
ル6年 間

133 53(39.8) 80(60.2)

53{列39.8%二 達 ス。

病 院 食餌 二 白米 飯 テ用 ヰ タ ル時 代 二於 テハ 「ヴィ

タ ミン」Bノ 訣 乏 ア リ シモ ノナ レバ、 肋膜 炎患

者 ハ 本 食 餌 ノ外 一 多 クハ牛 乳 、卵 其 他 ノ 食 品

テ囁 取 ス ルモ 爾屡 支 「ヴ 、タ ミン」B不 充分 ニ シ

テ、 縦 令脚 氣 症 状 ヂ起 ス ニ至 ラザ ル モ「ヴィタ ミ

ン」B訣 乏 状 態 ニ ア リ シモ ノ少 ナ カ ラズ
。 然 ル

ニ胚 芽米 二改 メ シ後 ハ 「ヴ 、タ ミン」B豊 富 二供

給 セ ラ レ、 爲 メ ニ肋膜 炎患 者 ノ経過 二好 影響 テ

與 ヘ タル モ ノナル ベ シ。

此 關係 ハ肋 膜 炎 ノ ミナ ラズ肺 結核 、結 核 性腹 膜

炎等 皆 同一 ナ ル ベ シ。

禰

へ
鶏

額

磐

腔

鯉

ム
へ
m
"
譲

坦

「
N
鉢

嚢
"
ム
へ
ぺ
」

oc
一

一 一■一▼マー 一 一 τ》,

馬

卜

一一

二
一 一 一

,

ヨ

算

卜

ゴ=F二
ニ
ー一一,-T一

.一一一」

一 一}一 一

__⊥ ↓__」 一一 一1つ

一F.上 一.一_l

I

L
5

0
r一 暫

=

↑ ⊥ 一一一」6
-← 一 一

1

三一=コ
ー}
一,←

1

.1

ド

噌 一・}「

一「-斗

牛一Il 「一

N

溶

ミ

ミ

＼

、

コ
一 † 一一ト ー

一
一一

1

一

_一__L_一___

Il

一

一
一一十 斗一

一 一 一↑一一

一 一

「
:

11

ヨ ≡
一 一庄 由 ・1

恥

』

℃
1

[

h

一

L一 層

一

1

1
一

「
Il+一 ヒ ー「

1

「き

{

叶
一一

→i瞬

一

↓3

-→一一≒_4-__一 ←___

内

衰

匙

≧

ξ
、

1竃

　 i

I

」L l_
1

}

一

一}一

一

}
._工 〔=1『

一「「
「

「〒
」一

1

し
、

1一
一

`却 ,

黒 こくト・.螺_
【1

一
1

{
「

}1}一

庭弗 職 琉

'

蘂▼'マ 「
、

1 Ib＼l
I

←1
-r『

一=コ

調1

=
L

甘

Eヨ
L、 乙 つ▽

h

劇
1ド

+ヨ
II

㍗i

_↓_1《 ガ

画 一⊥判
、1

,員 ひ
昌輌吻← 「

二= コ
…

L ■

1

+一 ㌣L+卍
一 一← 「 『

曽」'一}編一_と

ぞ
lL

↓_⊥=F

L⊥
一コ

コ
.

4
.

.

-

一

ゴー

日1三ヨ
ト==も
Ll二 凱

～
一 一 ←一一一一r

.‡ 自.→-F-P--r

耳=目
1-臨 』

一 一

L

E
I

『r

,

削 ≒L-;筒

弓 一
闘鳩 iミ

ミ

t

l
「

一一雪

1

日H∈
一

rミ

l
I1

415

FI;コ ー『
1]

L

=

1二
}

一_↓_
1

三 巳
▼ 一_司L--L

・尋 一r烏
一 ●ノ1

辱奪
三㌃二 主さ
一一 二rc

1

二

1.召1

雰 き1噂智rl

摯L⊥_.一_
一 標
陣==亡 ゴ

I

I

l
r

i-

l
I

_拳1

_セ_一_一_州

1_. 「

　}一 一 一

一冒一■■イい

一_● 一一一,

ゾ

1

ヘ

ド

ぐ

》

上

[t.
一訓一 ト

__」__判'

事
目

1＼

「

,

Il

二1
]F1ヒ

}
l

i

一 噸

訓

ー
1

圭自:
{i
ll

2 F 」

LL

」
L且

一

監 予

L碧:
'u

一

ー

-

峠

-

一

⊥

」

_i

ト

11

11・ ら

..__1

+『一 司

一 一一一 ・一一」 一}

,`
噛

ヨI
l

に

}

例

ヘ

ミ
慶

ド

魯

ド

;

1
[

1
一十 一

L

91

召ヰ=
}

-1_↓!111

L1・

一;目'　薫藪
・ミ

≡田
ゴ

禽

十 へ

虞
ま9:?,



虹6 島 薗=結 核 ト「ヴィタ ミンJ二 就 テ 【第11巻

1又教 室 ノ田坂 氏 ハ鳩 テ用 ヰ テ實 瞼 シ、 之 二 「ズ

ル フォジ ン」0.1-O.2立 毛テ 筋 肉 内 二 注 射 スル ト

キ ハ、皮 膚 罷 温 ハ 約 ユ度 ノ上 昇 テ來 シ20--40時

間 二亙 ル 登 熱 テ緬 ク(第18表)。 本 注 射 テ毎 日.

又 ハ隔 日 二行 ヒ、3-4週 間 二及 ブ モ、玄 米 飼 養

鳩 ハ著 シキ膿 重 ノ減 退或 ハ榮 養障 碍 テ來 ス コ ト

ナ シ。 然 ル ニ白米 又 ハ 「ヴ ィタ ミン」B訣 之 食飼

養 鳩 二 同様 二 「ズ ル フ ジ.ン 」テ注 射 シ、 登 熱 セ

シム ル トキ ハ榮養 障 碍 早 ク起 リ、 速 カ ニ「ヴ ィタ
,

ミン」訣 之 症 二罹 患 ス。

鳩 テ 白米 又 ハ 「ヴ、タ ミン」鋏 之 食 ニ テ飼 養 シ、

禮 重100瓦 二就 キ 「エ ピ オス」0.1瓦 ラ 日々投 與

ス レバ 「ヴ{タ ミ ン」鋏 乏 症 二罹 ル コ トナ シ(第

]9表)。 又 「ヴ ィタ ミン」B鋏 乏 症 二罹 患 セル鳩

第19表 白米+「 ヴィタ ミ ン」B(エ ビ オス)鳩 飼 養

二 、罷 重100瓦 二就 キ 日々 「エ ビ オス」0.1瓦 テ

投 與 ス レバ 症 状 漸次 輕快 シ、0.2瓦 テ投 與 一7・レ

バ恢 復更 二顯著 ナ リ。 然 ル ニ鳩 テ白米 ニ テ飼 養

シ盟 重100瓦 二就 キ 「エ ビ オ ス」0.1瓦 テ與 へ其

健 康 テ保 テ ル時、 前 述 ノ分 量 二於 テ 「ズ ル フォジ

ン」テ注 射 シ 日々登 熱 セ シメ タル ニ、 李 均20日

第20表 獲熱 力"鳩「ヴィタ ミン」B歓 乏症罹 患二及 ボス影響 鳩第18號 舎白
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ノ経 過 ノ後 二 「ヴ ィタ ミン」鋏 乏 症 テ起 セ リ。 此

場 合 二 「エ ビ オ ス」テ禮 重100瓦 二就 キ 日々0.2

-0 ・3瓦 二檜 量 ス レバ 、「ズ ル フォジ ン」注 射 二因

リテ獲 熱 テ纏 綾 ス ル ニ モ拘 ハ ラズ漸 次 症 状 ノ恢

復 テ認 ム(第20表)。 又初 メ ヨ リ龍 重100瓦 二就

キ0・2瓦 ノ「エ ピ オ ス」テ與 フル トキ・・同様 二登

熱 セ シム ル モ 「ヴィタ ミン1鋏 乏症 二罹 ル コ トナ

シ 。

本 實験 ニ ヨ レバ鳩 テ 日々1度 前 後 叢 熱 セ シム ル

時 ハ、 「ヴィタ ミン」B訣 乏 症 二罹 リ易 ク、之 ラ豫

防 ス ル タ メ ニ多 量 ノ 「ヴ ィタ ミ ン」Bラ 要 ス ルテ

六 結

以 上 ノ所 見 テ綜 括 ス レバ、食餌 中 二 「ヴ ィタ ミン」

ノ鋏 乏 ア ラバ結 核 ノ経 過 二不 良 ノ影響 テ及 ボ ス

コ ト疑 ナ キ所 ナ リ。 故 二結 核 ノ豫 防 及 治療 ニ ハ

此 鮎 二注意 シ、 食 餌 二各 種 「ヴ ィタ ミン」ノ訣 乏

ナ キ コ トテ期 セザ ル ベ カ ラズ。

結 核患 者 二過 剰 ノ 「ヴィタ ミン」テ與 ヘ テ有 致 ナ

リヤ否 ヤ不 明 ナ リ、 吾人 ガ 日常 ノ臨 林 二於 テ之

ラ行 フベ キ充分 ノ根 縁 ナ シ、 且 「ヴ ィタ ミン」D

等 ニハ過 剰 投 與 一 ヨル有 害 作 用 アル テ以 テ注 意

セザ ル ベ カ ラズ。

然 レ ドモ種 々 ノ傳 染 病 、 有熱 時殊 二結 核 ノ揚 合

一 ハ、健 康 時 二比 シテ比 較 的 多量 ノ「ヴィタ ミン」

ラ要 スル モ ノナ リ、 健 常 時不 足 ナ キ量 モ是 等 ノ

揚 合 ニハ鋏 乏 テ來 ス コ トア リ得 ベ シ。 故 二結 核

ノ治療 二當 リテ ハ此鮎 二留 意 シ常 二各 種 「ヴィタ

ミン」 テ豊 富 二供給 セ ザ ルベ カ ラズ.

此 二封 シテ ハ、 普 通 特 二 「ヴィタ ミン」A、B、D

等 ノ精 製 品 テ與 フル テ要 セ ズ、 其 等 ノ「ヴィタ ミ

ン」ラ多量 二含 有 ス ル食 品 即 「ヴ,タ ミン」Aハ 肝

油 、 「バ タ」、 野菜 、Dハ 肝 油、 卵 黄 、 椎 茸 、B

ハ胚 芽米
、 牛 鳩 米、 豆 類、 卵 黄 、Cハ お れ ん ぢ、

蜜 柑 、大 根 、 ミ ま ミ等 テ適 當 二與 ヘ テ其 鋏 乏 ナ

キ テ期 スベ シ。患 者 ノ歌 態 ニ ヨ リ特 殊 ノ場 合 ニ

ハ是等 「ヴィタ ミン」製 剤 テ 適 量 二與 フル コ ト必

ズ シモ不 可 ナ ラ ズ。 而 シ此 場 合 二於 テ モ、 其 レ

ハ結核 其 モ ノニ封 ス ル治 療 作 用 二基 クニ非 ズ シ

知 ル。

以 上 ノ實 験 蛇 二臨 躰 的経 験 二因 リテ、 吾人 ハ種

種 ノ傳 染 病 登 熱 殊 二結 核 ノ場 合 二生 禮 ハ多 量 ノ

ー 「ヴ,タ ミン」テ要 シ
、 「ヴィタ ミン」鋏 乏 症 二罹 リ

易 キ コ トテ知 ル。 而 シデ第 一節 二於 テ述 ベ タル

如 ク、 「ヴィタ ミン」鋏 乏 ノ揚 合 ニ ハ 結 核 テ起 シ

易 久 又 曾 悪 シ易 キ モ フ ナ リ、故 二結 核 ノ豫 防

ニ ハ食餌 中 「ヴィタ ミン」ノ鋏 乏 ナ カ ラ シム ル コ

ト必 要 ナ ル ト共 二、傳 染 病殊 二結 核 ノ場 合 ニノ、

正 常 時 ヨ リモ食 餌 中 二多 量 ノ 「ヴ,タ ミン」テ與

ヘ ザ ル ベ カ ラズ。

論

テ 「ヴィタ こン」テ充 分 二供給 スル ガ 爲 メ ナ リ。

本 邦 二於 テ種 々 ノ榮 養 剤 殊 二 「ヴ ィタ ミン」剤 ラ

結 核 ノ特 数 藥 ノ如 ク唱 導 シ、 誇 大 ノ廣 告 ラ ナ シ

居 ル ハ世 人 テ誤 ル モ ノー シテ不 徳 ノ行 爲 ナ リ。

今 参 考 ノ爲 メ本 邦 人 ノ主要 食 品 二就 テ、 其 「ヴ ィ

タ ミン」含 有 量 ラ示 セバ第21表 ノ如 シ。 本 表 ハ

香 川 氏 ガ多数 ノ研 究 者 及 我 教 室 二於 テ實 験 セル

所 二基 キ最 近 作成 セル モ ノナ リ。

木 邦 人 ノ食餌 ニ ハ 「ヴィタ ミ ン」Aノ 訣 乏 ア リテ、

其 爲 メニ夜 盲 症 テ起 ス モ ノア リ。 又 小 見 ニハ時

トシテ、メル ラー 、 バ ロ ウ氏 病 二罹 ル 毛 ノア リ、

「ヴ ・タ ミン」Cノ 訣 乏 ニ ヨル モ ノナ リ
。 北 陸 等

冬 期 日光 ノ少 ナ キ所 ノ ミナ ラズ、 他 ノ地 方 二於

テ モ何 縷病 ラ見 ル コ ト稀 ナ ラズ、「ヴィタ ミン」D

ノ訣 乏 ア ル テ 示 ス。 結 核 ノ患 者 ハ 前 述 ノ如 ク

1ヴ ィタ ミ ン」 ラ豊 富 二 供 給 スル必 要 アル テ以 テ

適 量 ノ肝 油、 鳥 卵 、 野 菜 、 果 實 等 テ與 ヘ テ 「ヴィ

タ ミ ン」A、C、Dノ 鋏 乏 ナ キ ラ 期 セザ ル ベ カ

ラズ。

本邦 至 ル所 、 都 會 二於 テ モ亦 田園 二於 テ モ、 最

モ多 ク其 鋏 乏 ラ見 ル ハ 「ヴ ィタ ミン」B一 シテ、

爲 ノ ニ脚 氣 テ起 スモ ノ甚 ダ多 グ、 又 結 核 性 疾 患

ニ ハ、 脚 氣 テ起 スニ至 ラザ ルモ 「ヴ1タ ミ ン」B

不 充分 ナ ル爲 メニ、 其 経 過 二悪 影 響 テ及 ボ ス コ

ト少 ナ カ ラズ。 而 シテ本 邦 人 ガ普 通 ノ精 白米 ラ

常 食 トス ル揚 合 ニ ハ、 相 當 多 量 ノ動 植 物 性 副 食
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第21表 本 邦 二於 テ最 モ多 ク用 ヒ ラル ・食 品 ノ「ヴィタ ミン」含有 量

△ ・・照 射 ニ ヨ リテ 「ヴィタ ミ ン」Dノ 生 成 セ ラル ・モ ノ ヲ示 ス

食 品 A B C DI 食 品 A B C Di 食 品 A B C D

玄 米 十 什 一 一1 牛 肉 十 十 ± △ ニ ン ジ ソ 什 十 十 十

牛 摘 米 十 朴 肉 汁 一 一 一 一 ダ イ コ ン ± 十 柵

肝 芽 米 十 昔 肉 「エ キ ス」 一 ± 一 ナ ス ± 十 十

米 胚 芽 粁 Tl
=

一 一
肝 臓(牛)

一
柵 柵 什 △ キ ウ リ 十 十

白 米 一 一 豚 肉 ± 十 一 ト マ ト 什 十 珊

大 屡(全 穀) 十 十 一
一

鰻 珊 ホ ウ レソ ソ ウ 朴 十 料 △

大 婆(精 白)

一
十

一}

十

一 一
魚 肉(白均) 二 ±

一
十

二 キヤ ベ ツ て青) 朴 十 朴 十

小 婆(全 穀)

一
十

一
十十 =

一
△

『
出 シ 雑 魚

一
十 チ サ 什 十 朴 △

小 褻 胚 芽
一
什

}
冊 二

一 {
鰯

一
十十

一
什 澤 庵 ± 十

一 一 一

十

一

小 婆 杯 乳 一 一 肝 油 冊 一 一 柵 モ モ 十

一
朴

一

小 婆 粉 十

一
十二 =

一
△ 牛 乳

一
十 十

一
十 十 バ ナ ナ 十 十 十 十

二
黒 「パ ン」

一
十二 十十 =

一 一
煉 乳

一
十 十 十二 ± リ ン ゴ 十 十 十

一

白iパ ン 」 十二

一
十二 =

一
再 乳

一
十 十十 一 十1一 ラ ツ カ セ イ 十 十 ±

ト ウ モ ロ コ シ 十二 十十

一
△ 人 乳

『
十 十 十i十 ク リ 十 十 ±

大 豆 十

一
朴

一
十二 一 「ク リー ム 」

一
十 什

_1

± ± 「オ レ ソヂ」汁 ± 十 冊 △

小 豆 =
一
什 十

一
「バ

rタ」

一
柵 一 一 ナ ツ ミ カ ン 十

一
十 柵

豆 腐 十 卵 黄
一
冊 柵 什 什 マ ツ タ ケ 十二

一
十

二

味 噌

一 『

±

一 一 一一

卵 白

一

一
一

(B2+)

一

±
一 シ ヒ タ ケ ± ±

一

△

婆 モ ヤ シ 十 十 帯 十

}
豚 脂 = 一 一 十 ノ リ 十

一
什 一

一
豆 モ ヤ シ

一
± ± 什 十

}
「れ ト ブ」油

一
十二 一 一 十 「ビ ー ル 」

一
十

二
一

砂 糖 一 一 一 落 花 生油 十 一 一 △ 茶(玉 露) 十 十 十十 一
十澱 粉 一 一 一 △ ジヤ ガ イ モ 十 十 十 珈 ヨ非 十 十

酵 母 ± 柵 一 △ サ ツ マ イ モ 十 十 十 一 「チ
。コ レ ー ト」 △

1

與 フル ヲ可 トス。 前 述 肋 膜 炎 二胚 芽米 テ與 フル

コ トニ因 リテ其 経 過 良 好 二赴 ケル事 實 ハ之 ラ裏

書 スル モ ノナ リ。

物 テ囁 取 スル モ、 尚 「ヴ ィタ ミン」Bノ 鋏 乏 テ來

シ易 キモ ノナル ラ以 テ、 結 核 患 者 ニハ特 二胚 芽

米 、 牛 掲 米 等 ノ 「ヴ ィタ ミン」Bノ 多 キ主食 物 ヲ




